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このたびは、REXバ ン ドソーMANTiSシ リーズ をお買い上げいただきまして

まことにありがとうございます。

この使用説明書は、XB180(チ ェーンバイス)/XB180A(平 バイス)の 両機種に

共通のものとなつております。「作業の手lllH」の項目のみ、両機種にわかれており

ますので、お買い上げいただきました機種に応じて下記チヤート図にそってお読み

ください。
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安全にご使用いただくために
この収 |は電動1111こ使||十の 1北的な|卜よti可〔についてi'伊llしていますので、おltい求めいただいた製品と;1なるうせ1品の1文|をIL」載しているlj分があります

1安 全作業は正しい服装から| 4整理・整頓は安全の第一歩|

作業十】、作業場所は常に幣メl幣収を″亡、

がけ、 十分に|)1るくしておいてください

安令iniだけでなく、11:たの市多|ア ッブに

もつながります.

7機械に適した正しい使い方!

指定用途以外には使わないでくださtヽ

用途外, 能カイく足でのいllな竹モたは、 製

品の】i傷をまねくばかりでなく危険です

ので避けてください.

ネクタイ,そ で||の開いた打k,綿 子
ltt

などは機械の可動部に巻き込まれる恐れ

がありますので身につけないでください。
・1作業環境により、保安帖1,安全靴,保 護

メガネ,マ スクなどを持|11してください。

2安定した姿勢で安全作業|

イく安定な場所や無ヂ‖な姿勢での作業は

危険です. しっかりした足場の 11で、身

体のバランスを1呆って作業をしてくださ

間中、お,った場1)F、淋iれた場1)千、機llk

内出;に水の人りやすい場所などでは使川

しないでください。iil夕tは|ぷ電!!'lkのも

ととなります。また、モータの他稼を弱

めますので油1気は禁物です.

5作業場の安全を確認 !

ちt llJl ilサtは使lil11にスノ`―クが'S′||し

ます.ガ ソリン, シンナー,ラ ッカー,

ベンジン,ベ イント,ガ ス,1女メi剤,マ

ッチ,紙 ,わ ',くず十 じ 火または爆発

の恐れがある物質のある場|)Fでは、危険

ですので絶対に使)||しないでください.

・作業関係者以外は作業場1)千に近づけな

いでください.と くにおr様には 1分' I

よしてください.

8使用電源は正しい電圧で!

必ず銘枚に友示してあるitl11でご使||!

ください.衣ホith:以11のitllで使|11き

れますとモータ枕Itの坊〔内になります.

3湿気は禁物、感電注意1 6作業関係者以夕Hよ近づかない| 9コードの取扱いはていねいに|

コードを持って製品を延んだリヨード

をじ|っぱってコンセントからりき抜t たヽ

りしないでください.

Ⅲ
ll熟
のものや"物 tFt,,由」旨激なと

す
がコ

ードに的虫れないよう,Ⅲよしてください,

ごlll_|linlには1[源コードやブラグをⅢ

校してください。

Od劇

盆○
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安全にご使用いただくために

10プラグを差し込む前に

スイッチOFFの確認を|

スイャチを入れたままでプラグをたし

,△むと急に1 4 t l l l K力N I l」き| | |しよ' )ぬ―l i t i処に

つなが1 )ます.老、すスイッチがO F Fに

な ,ていることを確認してください.

11使用しない時は

差し込みプラグを抜く|

使|IJ後は、必ずスイッチを切り、たし

込みプラグを1けぢ1から抜いてください.

ガ物打1や用̀品の交換,修 Fl,掃 な,点 検

‖十や,f十との際もIⅢⅢ様です.

12刃物や回転部へは

絶対に触れない |

連は11iはもちろん、スインチを切って

も刃4勿が1は少しの問 1投1■で動きますの

で、動いている問は絶ナ1に対物や11は部

に触れないでくたさい_

13異常を感じたらすぐ運転中止!

延は中、機械の調 r力|どかったり、共

けtや妖ll」、L(常ドiなどに気がついた場ri

は、11tちに逆毎千をやめてくだきい.

十七||1伊」)11キの 11ケ刈! サービスを依頼

さ'Lる前にJ′メ丁モ11にブi!状を||( 1らしイド″9

せ、精ホにした力■)てください.

14日頃の手入れで寿命を長く|

特にモータ嗣!やスイアチ‖!のホコリは

ll(き月文るよう′亡、力Wナてください.

刃物類はいつも1とい切オ」味の状態でお

使いください.刃 物力W11とにあっていな

かったり昨耗した状態で十連|||しますと、

モータに'1コ!がかかるばか|)でなく14:米

効■も神【卜しますt

15定期点検は安全の基本!

・うと補をいつも投良の状態でおrtいぃた

だくために、|1竹の子入れとともに、定

丹||〔校をづt施してくだきい―

16点検・修理はレッキスエ業で!

| '〔校,修メlのご依頼は、お買い求めの

収ザコ十1もしくはレノキス 1lk作4+業所へ

お夕t中+にお中しイ」けくだきい。

17製品の保管にも十分な配慮を|

,せ品はおjナム様の子の111かない乾燥した

場,'「に1呆行してください。卓F先なと
すの間j

がかかったり、おセ気の多い場l lrでは サ

ビをイ1をじやすく、絶松低ドをまねき感屯

や,|11この原因にもなります.
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使用上のご注意 !

☆油を拭きとる !

・のこ刃には出荷時、防錆油がついていますので取付↓

時に必ず拭きとってください。
・切断材料に油が付着している場合にも拭きとってく

さい。
・切断時、切肖」油等をのこ刃に注油しないでください

※のこ刃や切断材料に油が付着した状態で切断作業を

行うと、のこ刃のスリップやはずれの原因となり危

険です。

☆のこ刃の取り付けを確実に !

・のこ刃には衝撃を与えないでください。
・のこ刃は、プーリおよびセリヘッド部へ確実に取り

付けてください。

☆平坦な場所に設置 !

・本機は傾斜した地面への設置は避け、必ず平坦な所
に設置して使用してください。
・本機はフレームロックのダイヤルを 「ロック」の位
置にし、ハンドルを持ち上げますとキャスタが地面に

着き楽に移動ができます。

☆切断材料に適した
純正のこ刃の使用を 1

・切断材料に適したのこ刃の種類および刃の山数/イ冴

を選定してご使用ください。
・のこ刃は純正部品をお使いください。

※のこ刃の選定はP6の 一覧表を参照してください。

☆切断材料はしつかり固定 !

・切断材料の固定が不十分ですと切断材料が動き の

こ刃に無理な力が加わり、のこ刃が破損することが

あります。また振動の原因にもなります。
・束ね切りの場合、切断材料の置き方によって固定さ

れない材料も出てきますので、ノブ締め付け後、す
べての切断材料が動かないことを確認してから切断

してください。

☆フレームを急激に落下させない !

・フレームの急激な落下はのこ刃損傷の原因となり
ます。

☆切断材料に適した切断荷重で 1

・切断材料に適した切断荷重で切断作業を行ってくだ

さい。
,無理な荷重またはハンドルを押さえつけることはし

ないでください。斜め切れ―のこ刃の刃欠け―折損
の原因となります。

※切断荷重の選定はP6の 一覧表を参照してください。

☆のこ刃交換,切 断材料固定時
にはスイッチOFFを 確認 !

・切断材料固定時には必ずスイッチをOFFに してく
ださい。
・のこ刃の交換時にはスイッチをOFFに し、差し込

みプラグを電源から抜いて作業をしてください。

-4-



使用上のご注意 !

☆回転中ののこ刃に触れない 1

・運転中はもちろん、スイッチを切ってものこ刃は少
しの間1買性で動きます。動いている間は絶対にのこ

刃や回転部等に角虫れないでください。

☆切断直後の切断材料は
素手で触れない !

・切断直後の切断部は熱くなっています。素手で触れ

ますとやけどする恐れがありますので十分注意して

ください。

☆フレームカバーは
必ず取り付けて !

・作業中の危険を防止するため、運転する時は必ず
フレームカバーを取り付けて作業してください。

☆本体内部の制御幡カバーは

徹 寸開けない |

・内部の基盤に触れますと、故障の原因になるばか り

でなく感電の危険性もありますので制御器カバーは

絶対に開けないでください。

☆作業中は手袋をしない 1

・手袋をして作業しますと、回転物に巻き込まれる危

険があります。本機使用中は、手袋の着用は避けて

ください。

☆製品に衝撃を与えない !

。本機の全ての部品は高精度に加工されておりますの

で、転イ到させたり物をあてたりといった衝撃を与え

ないようにしてください。特に運搬時にはご注意く
ださい。

☆異常時は直ちに運転を中止 !

・運転中、機械の調子が悪かったり、異常に気がつ

いた場合は直ちに運転をやめてください。

注意!!

恐れがあり大変危険です。

ここは絶対に開けないで下さい

-5-



◆ 各 部 の 名 称 (☆印は両機種共通)

☆フレームカバー

☆カバーロック

★セリスライド

調整ノブ

チェーンバイ

ハン ドル

★荷重調整ノブ

チェーンロックノブ
★スイッチ

★持ち手ハンドル

角度目盛

レバー

★荷重調整ノブ

バイスノブ

☆モータ

★カバーロック

☆キャスタ

XB 1 8 0

(チェーンハ
｀
イス)

バイス台

プレートB

XB180A

(平ハ
ヾ
イス)

★
セリヘッド

プレートA

◆仕様表
型 式 X R 1 8 0

コーードNo 475180 47518A

病ヨ呂‖ チェーンバイス 平 バ イ ス

切断能力 φ180。 □ 1 5 0

45° 角度切断=φ 80・ □ 80

モーター コ ン デ ン サ 始 動 型 単 相 誘 導 モ ー タ 25 0 W

電 源 単 相 交 流 5 0 / 6  0 H z  1  0 0 V

雷 流 4  8 A / 5  5 A ( 5  0 H z / 6  0 H z )

帯の こ目澁 3 7 / 4フ m /分  ( 5 0  H z / 6  0 H z )

の こ珂寸 渋 幅 13× 長 さ 1 6 2 5× 厚 さ 0  6 5 m m

樺 柿 寸 羊 長 さ 90 5 X幅 3 7 5× 高 さ 3 9 5 m m

機械重量 4 1 k g 4 6 k g

標準付属品 ハイス製のこ刃 (ピッチ 14山 )・・・1本 (本体に装着 :両機種共通)

六角棒レンチ (5mm)・ ・・1本 (カバー裏面に収納 :両機種共通)
XB180AS中ヽ

や
イスタイフ
°
のみ一一六角スパナ(19mm)・

…1本 (本体ベース部に収納)

…6-



特別付属品
■のこ刃

のこ刃の種類 コ
ー ド』

切断材

銅  管 ステンレス管 鋼 材 電線管 石綿管

〈
口
　
　
△立

8 山 1セ ッ ト10本 | 475200 肉厚10

10山 1セット1 0本 475201 2 5 A↑ 肉厚8 ↑

14山 1セッ ト1 0本 4フ 5 2 0 2 lSA↑ 肉厚 6

18山 ltッ ト10 475203 6A↑ 肉厚4 ↑ 厚 銅

24山 1セット1 0本 ) 475204 6A↑ 1 3 S U↑ 肉厚4 ↓ 薄 銅

ハ
イ

ス

10山  (1セ ット5本 ) 475210 2 5 A↑ 肉厚 7mmT 肉厚8 ↑
14山  (1セ ット5本 ) 475211 15A↑ スケシ ュ

ール40T 肉厚6 ↑

8山  (1セ ッヽト5本 ) 475212 SA↑ 2 0 S U T 肉 厚 4

グリッドソー (1セ ッ ト5本 ) 4 7 5 2 2 0 (

※↑は以上、 Ⅲは以下を表わします。

について
切断材料に適したのこ刃および切断荷重を選定してご使用ください。

合    金 ハ  イ  ス グリッド

ソー
8 山 1 0山 14山 18山 24山 10山 14山 18山

ぽ端の
申りぉ一雉

1 1/2以 下 ① ①

2-4 ① ① ①

5-6 D

電 線  管
厚銅 ―)

薄鋼 ①

鋼  材

(丸棒 ・形鋼)

肉厚 (mm)

29以 下 ① じ

31～ 6 ① ⑩ ① ①

61～ 79 ① ①

8～ 9 9 ① ①

10以 上 ① ①

ステンレス鋼管

肉厚 (mm)

1 2以 下 ⑬

1 3～ 4 0 C)

41以 上 ①
鋳 鉄 管 ⑩ ① ⑩

塩 ビ 管 ① ① ⑩

石 綿 管 (M)

※切断荷重 :① =軽 荷重、①
=中 荷重、① =重 荷重です。

【ご注意】
「〔玉 裏石丁E酪再専張 拘面痛i百応じてのこ刃および切断荷重を選定してください。
2束 ね切りは、すべて中荷重で切断してください。
3の こ刃の山数の選定は、下図のように切断材料の肉厚に刃の山数が2山かかることを基準に選定してください。

4熱 軟化性のプラスチックの材料は切らないでくたさい。切削の際の熱により材料が溶けてのこ刃がくい込み、

L

司

モータが焼損する原因となります。

-7-
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作業の手順圃回
1.フ レームロックの解除
・解梱後、フレームを自由に上げ下げするためには

フレームロックを解除する必要があります。
・フレームロックの解除は背面キャスター上部にある

赤いノフの操作で行います。

★操作方法★
・運搬・収納時にはフレームとベース部が固定される
「ロック」の位置に、作業時にはフレームが動かせ
る 「フリー」の位置にノブをあわせてください。
・赤いノブは、引っぱりながら左右どちらかへ90度
まわしてあわせます。

2日 始業点検

フレームロック

危険を避けるため、作業前に次の項日を点検してください。

破 忙坊所 平ナ性な場所に設注する。砂地、ホコリの多い場所は避ける。

砂やホコリがプーリにかむとのこ"の スリップやはずれの原因となり危険です.

機llkまわり (外観) 本体やコー ド,プ ラグに傷、へこみ、ひひ制れ午はないか

のこ刃 のこガに、欠け,ひ び,傷 み寺はないか

屯源の椰:イ方t AC 1 0 0Vtt源 を確保してください。他のFt動工果等との併用による化)|:降ド

にご注意ください。電胸:が75V以 ドになつた場合、スイツチ部にあるランプが

点減しますので、 1 0 0 Vtti巧1のⅢ確保を作rつてくださぃ。ずtって2 00Vti万 〔

にコンセントをたし込まれただけで、制御器やモータを破主tする,r能性がありま

す。屯あ〔に核統する前に、もう
一度1∞V花源であるか確認をしてください.

化=汽ま才つり it源に接続後、アイドリングを兼ねスイッチを入れてください。
・電源投入時,ス イッチON時 ,OFF時 の電子i子をTFl:認  ,411t動はないか
`モータに)ill,央央はないか  の こ刀「J七いに実千などはないか 等 を杵忍。

ランプがr、1,成しモータカ引」ルiしない場合は 1修〕|・サービスを依取される前にJの

ザi日を参月“してください。 (モータがロックされています。)

各機能のチェック
・チェーン巻取り機能

。荷五調整機能
・ストッパー機能

チェーンの引き出し,巻 取りに共常はないか。

※出入りが忠い場合、チェーンロックノフの位riが 「ロックJに なっていないか

確認してください。

フレームを降ろした状態でfl Tl調整ノブが問靖1に111る場合は″!、〔検が必要です。

フレームを最 li部まで押 し上げゆっくりと降ろすとストッパ
ーが働き、もう

一
度

批上部まです‖し11げゆっくり降ろすとストンパ~は 解除されます。

3日のこ刃の選定 ・セット

危険ですので、のこ刃の交換時は差し込みプラグを

電源から抜いた状態で作業をしてください。

11)のこ"の 選定

切断材料に'芭イドした純iliのこガ (P7-覧衣参I11)を,主定し

準1荷してください。

(らのこ"の セット

「のこ刃の交換Jの 項日 (17ベ ージ)を 参考にしてくださ

↓ヽ。
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圃作業の羽順
4口切断材料の固定 欲酎80:チェーンバイスの場旬

0チ ェ
ーンバイスハンドルのフックをはずし、
バイス部奥側へ持っていきます。

②バイス台のV字満に切断材料をのせます。
※長尺物の場合、パイプの自重でノブにテンションが
かかり「フリーJの位置にするのにかなりの力を

必要としますので、パイプ受台をご使用ください。

③チェーンバイスハンドルを持ち、チェーンを

引き出します。
※チェーンの出入りが悪い場合、チェーンロックノブ
が 「フリーJの位置にあるかどうか確認してくださ
ヽヽ 。

④チェーンバイスハンドルのフックをベースにかけます。

Oチ ェーンロックノブをさげて「ロック」の位置にし、
有にまわして締め付けます。
0切 断材井|がしっかり固定されたか確認します。

國 )田〉圃
子ぇ
ンをフック暇  ノ ブ柳 肝 げる

  杵 吾告
右に回して持め

チェーン
ノ`イスハンドル
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作業の手順国
4口AB切断材料の固定 は団8ば平バイスの場笥
0プ レートAにそわせるように切断材料を
バイス台にのせます。

※斜め切断の原因の 1つに、切断材料の口‖定方法が
あります。のこ"に かかる負"Jが急激に変化しな
いよう、 卜解1を参考にして1引定してください。

ン ン ン
リレバーをLげ、プレートBを切断材料に
向かって押し進めます。

0プ レートBが切断材井|に軽く当たったところで
レバーをト
ム
げます。

0バ イスノブを右にまわして締め付けます。

0切 断材料がしっかり固定されたか確認します。
※切断材料はバイス台に密着するように‖1定して
ください。切断材料が浮き上がっていると切断
精度が悪くなります。

るめ

ヽ
ｌ
Ｊ
ル
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回作業の手順
4-BB切 断材料の固定  (o～ 45°)
0プ レートAの ロックナット2ケ所を付属の
スパナで1～ 21日1転ゆるめます。

(_21プレートAの瑞画を切断したい角度の

角度H盛線に合わせます。

0ロ ックナット2ヶ所を
をlFal定します。プレー

すので切断材料に'十ヽう

しっかり締め十、十けプレートA
卜Bの角度は白在に変わりま
ように抑さえつけてください。

(つ「4A.切 断材料の同定Jの 1ヽ4の手順で切断材料
を同定します。
0切 断材本‖がしっかり回定されたか確認します.



作業の手順圃国
5口切断荷重調整

切断材料に合った荷章を調べてください。 (P7境 衣参,瞑)

フレームを最上部に持ち上げながら荷重調整ノブを引っ

張ってまわし、適当な荷■に合わせたあとフレームをゆ

っくり降ろします。

※ストッパーが解除されている場合がありますの

でご注意ください。

切断材に合った

荷ヨに口節する

をi亨liiJJ!lt士ili!;lil十1

6ロ セリスライド調整
セリスライド調整はハンドル側セリアームの根元にある

中″じヽ部が黄色の黒いノブの操作で行います。

切断材料のサイズに応じてノブを左右にスライドさせ、

しっかりと締め込み固定します。

※セリスライド調整は切断精度に大きく杉判!しますぃ

精度よく切断するため、必ず切断材料のサイズに

あわせてください。

呻

セリスライド
調整ノブ
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圃国作業の手順
フロ切

C)ハンドルを手キ
ストッパーを

断

ち、除
いったん最 L部まで持ちLげ
させます。 マ| |

=鶉〆
スト ンハ~~

②のこガが切断材准|にあたる前にスイッチを人れますc
※スイッチはハンドル部にあります。
※スイッチを入れた際、ランプが点灯し電子子が
しますが故障ではありません。

①のこ刃が十分に回転速度を上げてから、ゆるやか
に切断材料liヘフレームを降ろしていきます。

※XB180Aで角度切断を行う場合には、のこ"が
5111111程度切断材料に切れ込むまで子でハンドル
をささえ特にゆっくりと切り込んでください。
すぐに手をはなすと斜め切断の原因となります。
※切断材料の上にのこガを当てた状態でスイッチを
入れないでください。のこ刃損傷の原因となります。
※のこ刃は切断材に急激に落とさないでくださいっ
のこガの1点傷や余|め切断の原因となります。

Oあ とは自動的に切断していき、切断が終rすると
自動的にスイッチが切れて、止まります。
※スイッチが切れた際にも電子音がしますが17k障
ではありません。

ランブ点灯
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作業の手順圃
88 切断材米斗】取リタトし (xB180:チェーンバイスの場合)

Oハ ンドルを持ち、フレームを持ちLげストッパーで
止めます。

②チェーンロックノブを反時計廻りにまわし、チェーン
をゆるめてから上にあげ、「フリーJの位置にします。

0チェーンバイスハンドルのフックをベースから外します。

0チ ェーンは自動巻取り機能により自動的に巻取られます。
※チェーンの動きが悪いときは、チェーンロックノブ
の位置が 「フリー」にあるか再確認してください。
0切 断材料を取り外します。

ン)田)
ノブを左に回してゆる   ノ ブを押し上げる
める

チェーンをフックから
外す
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の手順
8口A.切断材料FRリタトし  (xB180A:平バイスの場合)
0ハ ンドルを持ち、フレームを持ちLげストッパーで
止めます。

②バイスノブを反時計廻りにまわしてバイスを
ゆるめます。

Oレ バーを上げてプレートBを手前に引きます。

④バイス台から切断材料を取り外します。

(
ゆるめる
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作業の手順圃国
98終業点検。かたずけ
次回に使用する時の手を考え、次の点に気をつけながら清掃 。点検を行ってください。

0今 1向|の作業中に異常はなかったか。もし、気になる点があったら必ず 「トラブル発生

の場合Jの 項目に照らし合わせて対策を立てておきましょう。

②切断作業後は細かい切粉がでます。放置しておくと駆動部や可動部に入り込み、 トラ

ブル発生の大きな原因となりますので、切粉やホコリはこまめに拭き取るよういつも

心がけておきましょう。

0電 源からプラグを抜く時はコードをり|っ張らずに、必ずとし込みプラグを持ってヴ|き

抜いてください。また、運搬中に踏みつけないようコードは束ねておきましょう。

運

レ・ム

10B

Oフ ロックのノブを「ロック」の位置にします。

0ハ ンドルを持ち上げるとキャスタが着地し、楽に遅般
ができます。
※運搬時には、コード類の踏みつけや衝撃に|^分注意
してください。
O多 少の段差は超えるようにしてありますが、平坦な路
画を選んで運搬してください.機械本体への影響が出
ますので砂地やホコリの多い場所は特に避けてくださ

0持 ちJlげて運ぶ場合には、2人以liで落とさないよう
しっかりとつかんで1真重に起んでください。

11. J叉
O立 てて1賄内する事も可能ですが、危険のないように次の

点に|‐分注意して‖賄内してくださいっ
○不安定な場所は避け、平坦な場所を選ぶ

○人通りの多い場所は絶対に避ける
○トラックの荷台等の揺れる場所は避ける
〇1賄内する前に清掃し、切粉等を取り除いておく
0漏 電や感電の恐れがありますので、湿気の多い場所,判

:

先等の雨や雪が直接あたる場所には1カt管しないでくださ

0長 時間使用しない場合には、テンションレバーをゆるめ
る方向にまわしのこ刃の張りをゆるめて保管してくださ
t cヽ

■
髄●嶋
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圃回のこ刃の交換
※のこ刃の交換時にはスイッチをOFFに し差し込みプラグを電源から抜いて作業をしてください。

|フ レ
ー2、卜門;にあるカバーロノクをひねり
ロックを11年朽ヽします i

,ブーリ (A)(B), ガ イドローラに
のこガをかけていきます.

0セ リヘッドの奥までのこガをⅢ千人します

テシラョンレバーを|lliil廻|)にまわしてのこガを

は |)ま寸ィ ス リッブ、1よすオとの巧〔凶とならなt よヽ

うにブーリ (A)の ゴユ、リング,ガ イドローラに

11:しくかかっているか1酌:糾しながら布竹|'tに柿めて

くだきい、柿め終わったあと、手でブーリーをま
ブ,しズレカSないか||"!虻竹iよしてくだきい.

2)必→苛hi千で、 卜か'】iら|

フレー2、カノキーを取|)クトし

けるようにして

ます.

, |テンションレバーを1文l h i l廻りにまわして

のこ刃の明tりをゆるめます.

ヽフレーノ、カノキーをかけます,カ バーl l  t▼)と
フレーど、担川|▲)のに| lヵfあうように力′ヽ一をか
ぶせ、カバーロノクをひねり||をめます

【ご注意】
「
~~~~~~

米新品ののこlJは防抗ji  Ⅲをヶと令に1式き取ってから収 )|」けて  米 のこ"はt l l田「l l  l lにはじた迪切な打ttののこ切をごlt l l lくださいt

ください!                        来 のこl」の交換や点附 |でフレーユ、カバーを取り外十時、のこlJの

米新しいのこガをごlt l 1 1の場イド、LI時1 1サ■にして1ヽ2 1 1   1ミび| | |しに注意してください.

か          々 、

/    、

,セリヘッド, ブーリの川女希でのこガをクトします

L 士 型 型 陛 = く

だ き t 上 の こ ガ の オ 命 力 氾 び ま す ,         _ _ _ _ 十

一 一 一 ― 一 一 一 」



セリヘッドの角度調整圃回

「

・のこ刃を交換してもなおらない斜め切れの

現象には、セリヘッドの角度を調整するこ

とで修1にが由J‐能です。

☆操作方法★
・カバーをはずし、六角ボルト (A)を ゆる
め、斜め切れの症状にあわせて▼印を移動さ
せます。
※セリヘッドは2個で 1セ ットです。
調整する場合は必ずWi方同じように調整して
ください。

【ご注意】
※奈|め切れには

0の こ刃のアサリの怖itttt

O切 断材十1の柿めイ」け不'こ

0切 断中にt7」断lNl llが動いた

0切 断荷丘やのこガの種類の不適合

牛の原llN力S多く考えられます.

セリヘッドの調幣をする前に、↑|め切れ発!|を原lldのチェック

を必ず行ってください.(訂司雑しなくてすむ場合が多くあり

まキ |

※調梓||I H 17kの1 1様で 1l Bパイプの坊合 約25度 傾斜し

ます. た だし、あくまで|1安であって条件牛により変わっ

てきますので、嗣1/・後のテスト切llを必ず行ってください.

※のこガを交換したら、嗣幣したセリヘッドは必ず1度棟W:

の位‖に戻して切断を行ってください。
L 一 一 一 一 ― 一 一 ― 十 一 ― ― 一 一 一 十 一 ― 」

切 断 面 の 状 態 :セ リ調 整

北

¬

て昨
~卜
＼

＼＼

六角穴付ボル ト(A)

六角穴付ボル
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修理 ・サービスを依頼される前に
製品に異常が生じたときは、次の点をお調べの上お買い上げの販売店にごj主絡ください。

トラブル 原 因 処 置

斜め切断 荷重調整セット不良。 切断材料に合わせて荷重調整ノブをセットする。

のこ刃のセットが悪い のこ刃をセリヘッド,ガ イドロ
ーラにきちんとセットする。

のこ刃の急激な落下。 のこ刃を静かに降ろす。

斜め切れが発生したのこ刃の

使用、またはのこ刃の摩耗。

のこ刃の交換

のこ刃の山数が切断材料に合っていない。 切断材料に適合した山数ののこ刃の使用

セリヘッド部ベアリンクの摩耗。 ベアリングの交換 (修理 ・サービスをご依頼ください)

切断中に切断材料が動いた。 切断材料をV字 溝または平面に接した状態で締め付ける。

切断材料の締め付け状態。 長方形のものは高さ方向がなるべく低くなるように締め付ける。

テンションレバーのセット不足 テンションレバーを「しめる」の方向へきちんとセットする。

純正品以外ののこ刃使用の場合 純正品のこ刃を使用

切断時間が長い 切断荷重が軽い。 切断材料に合わせて荷重調整ノブをセットする。

のこ刃山数、切断荷重が切断材料

に適合していない。

切断材料とのこ刃および荷重の選択表により

のこ刃山数、切断荷重を選択する。

のこ刃の摩耗。 のこ刃を交換する。

刃欠け 切断荷重が重い。 切断材料に合わせて荷重調整ノブをセットする。

切断中に切断材料が動いた。 切断材料をV字 溝または平面に接した状態で締め付ける。

のこ刃を急激に切断材料に当てた。 のこ刃を切断材料の上に静かに置くように持ち手から手を離すぅ

のこ刃山数が適切でない 切断材料に適した山数ののこ刃に交換する。

切断中の振動 テンションレバ
ーが「しめる」の方向ヘ

セットされていない。

テンションレバーを「しめる」の位置ヘセットする。

切断材料がしっかリクランプされていない。切断材料をしっかり締め付ける。
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修理 ・サービスを依頼される前に

トラブル 原 因 処 置

のこ刃はずれ のこ刃山数が切断材料に合っていない。 切断材料に適合した山数ののこ刃を選定する。

のこ刃のセット不良。 のこ刃をしっかりとセットしなおす。

のこ刃に油がついている。 のこ刃の油を拭き取ってセットしなおす。

プーリーガイドローラ‐セリヘッドの

ベアリングに油がついている。

ラ由をオ式き取る。

切断材料にラ由がついている。 切断材料の油を拭き取る。

テンションレバーの締め付け不足 テンションレバーを所定の位置までセットする。

プーリのゴムリンクの摩耗 プーリのヨムリングを交換する。

モータが

動かない 。

止まらなし

低電圧 (75V以 下)に よリランプが点減

している。

100V電 源を確保 しなおす。

モータ保護回路の働きによリモータが

ロックされている。 (ランプ点減)

5～ 10分 程で自動復帰します。

差し込みプラグが電源からはずれている。 差し込みプラグを接続しなおす。

200V電 源に接続されている。 100V電 源に接続しなおす。

リミットスイッチがずれている。 リミットスイッチを調整する。

(修理 ・サービスをご依頼ください。)
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日常の点検 ・手入れ

※点検・手入れの際は必ずスイッチを切り、差し込みプラグを電源から抜いて作業をしてください。

lBの こ刃の交換… …………

・のこ刃の刃欠け、す員傷はないか確認してください。刃欠け、損傷がある場合のこ刃を交換

してください。 (のこ刃の交換は 「のこ刃の交換」の項目を参照してください。)
。のこ刃の切れ味が悪くなったのをそのままご使用になっておりますとモータに無理をかけ

ることになり、また能率も落ちますから早めに新品と交換してください。

2.各 部取付けネジの点検……………

・各部取付けネジでゆるんでいるところがないかどうか定期的に点検してください。もしゆ

るんでいるところがありましたら、締め直してください。ゆるんだままお使いになります

と危険です。

3日 電気まわりの点検… …… ……

・差し込みプラグ、コードの損傷はないかを確認してください。損傷がある場合交換してく

ださい。

4ロ セリの点検…………・・

・セリヘッドが正しく調整されていないと、切断精度が悪くなる原因となります。ときどき

セリが正しく調整されているかどうか点検してください。
・セリ部のベアリングが摩耗しているときは早めに新品と交換してくださいの

5.清  掃 …… ……

・ときどき本体やプーリ等に付着した切り粉やごみを布などで拭き取ってください。
・モータ部は水や油等でぬらさないよう十分に注意してください。

修理をご彼頼のときは
本機は、厳密な精度で製造されています。したがいまして、もし正常に作動しなくなった

場合には、決してご自分で修理をなさらないで、下記のところにご用命ください。

最寄りの

 | ケ 子::3号 ;骨 母ど弄喬宝蜜霊

)0729-63‐

1960 1

その他、部品ご入用の場合、あるいは取扱い上でご不明の点がございましたら遠慮なく

お問い合わせください。

-21-






